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山根一仁さん応援レポート
フィルハーモニックアンサンブル管弦楽団 第59回演奏会

2015年9月19日（土）
東京芸術劇場

シベリウス生誕150年を記念して

開館25周年を迎える東京芸術劇場。

フィルハーモニックアンサンブル管弦楽団第
59回演奏会は、作曲家シベリウスの生誕150

年を祝い、シベリウス一色のプログラムで飾
られる。

指揮は矢崎彦太郎氏。山根さんは、ヴァイオ
リン・ソリストとして出演。

フィンランドが生んだ大作曲家シベリウスは、

もともとはヴァイオリニストを目指していたとい
われる。そのシベリウスが残した唯一のヴァ
イオリン協奏曲が本日の曲目だ。

コンサート・パンフレットには、『・・・現在その
活躍が天才的とも言われ、最も注目されてい
る若手ヴァイオリニスト山根一仁・・・』との紹
介文。大作をどう弾きこなすか、楽しみは尽き
ない。
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澄んだ高音の響き。繊細な旋律も自在に

３階席までほぼ満員の客席。
正面にそびえるパイプオルガンが見事である。

最初の曲、シベリウスの交響曲第７番。コントラ
バス８台が並ぶ舞台、客席は、シベリウスの故
郷であるフィンランドの空気に包まれる。

大きな拍手に迎えられ山根さん登場。ヴァイオリ
ン協奏曲のソリストとして、矢崎彦太郎氏の指揮
との息もぴったりに、伸びやかに華やかに難曲
を弾きあげていく。

第１楽章、ピアニシモで静かに始まり、繊細な旋
律が続く。ヴァイオリンカデンツァ（独奏）、抒情
的に研ぎ澄まされた音色が響く。澄んだ高音が
美しい。

第２楽章、ゆったりとした曲調のもと、繊細な音
色が朗々と響く。

第３楽章、強く華やかな曲調。いわゆる「超絶技
巧」の独奏ヴァイオリン。圧巻。

「ブラボー！」と拍手の嵐の中、指揮者矢崎
氏、コンサートマスターと熱い握手。

大作を華麗に弾き終えたソリストに楽団員の
方々も、惜しみない拍手を送ってくださった。
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「練習は大変だったけど本番が一番楽しめました！」

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後の山根さんに話を聞くことができた。

「・・・楽しかったです。オケの方々がとても温かくて、
気持ちよく演奏することができました。」

「・・・指揮の矢崎先生が気持ちよく弾かせてください
ました。本番でアドリブしてもＯＫ、本番でかわること
もあるさ、音楽ってそうあるべきだよね。・・・演奏会を
重ねる中で、何が大切かを考えようよ、毎回変わっ
て楽しむことだよ、と」

オーケストラとの大きな公演が続きましたねとの問い
には、

「幸せです。ソリストとして演奏させていただいていて。
ありがたいし、恵まれているし、本当に幸せだなと
思っています」

「・・・こちらが、いろいろなアプローチを仕掛けると、
オーケストラの方々も、いろいろな反応をしてくださる
んです。それを楽しませていただきました」との答え。

オーケストラとの共演は、毎回ステップアップの経験
になっているとのこと。頼もしいかぎり。

演奏会が続いたが、毎回曲調の異なる大作が選曲
されていた。短期間に、さぞかし練習は大変だったろ
うとたずねると、

「大変です。練習は大変でした。でも、本番が一番う
まくいくんです。楽しめば、うまくいきます」と、これま
た頼もしい返答。

自身に試練を課すかのように、新たな曲へとチャレン
ジする姿勢がまぶしくもあった。

本日も演奏衣装の写真を撮りそびれてしまったが、
レアかもしれない（汗）くつろいだ表情をパチリ。

山根さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

<本日の演奏曲目>
シベリウス/交響曲第７番ハ長調
シベリウス/ヴァイオリン協奏曲ニ短調
シベリウス/交響曲第１番ホ短調
<出演>
指揮: 矢崎彦太郎
ヴァイオリン: 山根一仁
コンサートマスター: 永峰高志
管弦楽: フィルハーモニックアンサンブル管弦楽団
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【コンサート・パンフレット】
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【コンサート・パンフレット】



6

【コンサート・パンフレット】


